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２
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れ
は
「
業
種
」
と
い
う
も
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
こ
の
中
の
「
牛

丼
店
」
の
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、

「
3
8
0
円
」「
4
8
0
円
」
と
い
う
価
格
の

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
も
あ
れ
ば
、

老
舗
の
す
き
焼
き
屋
さ
ん
で「
1
5
0
0
円
」

程
度
の
価
格
で
牛
丼
を
提
供
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
同
じ
牛
丼
で
も
こ
の
違
い
は

「
業
態
」
に
よ
る
も
の
だ
。

つ
ま
り
「
売
り
物
」
が
業
種
で
あ
り
。
そ

の
「
売
り
方
」
が
業
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
業

種
が
先
に
存
在
し
て
い
る
が
、
業
態
に
落
と

し
込
ま
な
い
と
商
売
は
成
立
し
な
い
。
業
種

と
い
う
売
り
物
を
備
え
た
ら
〝
ど
の
よ
う
な

客
層
に
〞〝
ど
の
よ
う
な
場
面
で
〞〝
い
く
ら

の
価
格
で
〞
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う

こ
と
が
業
態
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
業
は
、
こ
の
業
態
を
練
り
こ
ん
で
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
業
態
を
整
理
し
た
も
の
が
図
表
③
に

示
し
た
「
四
つ
の
業
態
」
と
「
業
態
の
三
角

形
」
で
あ
る
。

業
態
は

商
売
の「
指
標
」

業
態
の
三
角
形
の
横
軸
は
「
市
場
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
」
つ
ま
り
、
お
客
様
は
多
い
か
少

な
い
か
、
縦
軸
は
「
客
単
価
」
つ
ま
り
、
客

単
価
が
高
い
か
低
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

客
単
価
と
は
「
売
上
げ
÷
客
数
」
の
こ
と

だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
割
り
出
さ
れ
る
金
額

は
、
俗
に
い
う
「
予
算
」
と
似
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
客
単
価
と

は
「
そ
の
店
が
ど
の
よ
う
な
商
売
を
し
て
い

る
の
か
」
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
。

四
つ
の
業
態
は
、
こ
の
「
客
単
価
（
a
）」

「
注
文
を
受
け
て
か
ら
商
品
を
提
供
す
る
ま

で
の
時
間
（
ｂ
）」「
商
品
の
提
供
方
法
（
ｃ
）」

「
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
（
ｄ
）」
に
よ
っ
て
分
類

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
分
類
を
一
般
的
な
飲
食
店
に
当

て
は
め
る
と
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
牛
丼
な
ど

を
低
価
格
で
か
つ
早
く
提
供
す
る
チ
ェ
ー
ン

は
「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
（
F
F
）」、
日
常
的

な
食
事
を
お
客
様
の
テ
ー
ブ
ル
で
注
文
を

取
っ
て
お
客
様
の
テ
ー
ブ
ル
に
持
っ
て
い
く

店
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン（
F
R
）」、

大
衆
的
な
居
酒
屋
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
イ
タ
リ

ア
ン
、
バ
ル
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
な
ど
は
「
カ

ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
（
C
R
）」、
そ
し
て

い
わ
ゆ
る
高
級
店
は
「
デ
ィ
ナ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
（
D
R
）」
に
相
当
す
る
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は

「
中
食
」と「
外
食
」

人
は
生
き
て
い
く
た
め
に
「
食
べ
て
」「
飲

ん
で
」
い
る
。
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は
そ
の

人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
行
為
を
商
売
と
し

た
も
の
だ
。

こ
の
人
が
飲
食
に
対
し
て
お
金
を
使
う
こ

と
を
「
食
料
・
飲
料
の
支
出
額
」
と
い
う
。

こ
の
支
出
は
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

ま
ず
「
内
食
」（
う
ち
し
ょ
く
）。
こ
れ
は

人
が
食
料
や
飲
料
を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
購
入
し
て
家
で
調
理
を
し
て
食
べ
る

こ
と
だ
。
次
に
「
中
食
」（
な
か
し
ょ
く
）。

こ
れ
は
誰
か
が
作
っ
た
食
事
を
買
っ
て
ど
こ

か
で
食
べ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
「
外
食
」（
が

い
し
ょ
く
）。
こ
れ
は
食
事
を
作
っ
た
人
が

い
る
と
こ
ろ
と
同
じ
場
所
で
買
っ
て
食
べ
る

こ
と
だ
。
ち
な
み
に
食
事
の
「
宅
配
」（
デ
リ

バ
リ
ー
）
は
中
食
に
含
ま
れ
る
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
と
は「
食
事
を
作
り
、

そ
れ
を
販
売
す
る
」
と
い
う
商
売
で
あ
る
か

ら
、
右
記
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の

「
中
食
」
と「
外
食
」
が
該
当
す
る
。
こ
の
二

つ
を
含
め
て
「
広
義
の
外
食
」
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
数
字
で
示
そ
う
（
図
表

①
参
照
、
2
0
1
4
年
の
デ
ー
タ
／
公
益
財

団
法
人
食
の
安
全
・
安
心
財
団
）。

全
国
の
食
料
・
飲
料
支
出
額
（
内
食
＋
中

食
＋
外
食
）
は
68
兆
4
5
1
億
円
（
ピ
ー
ク

は
77
兆
8
5
7
5
億
円
／
1
9
9
8
年
）。

家
計
の
食
料
・
飲
料
支
出
額
（
内
食
＋
中

食
）は
44
兆
8
2
8
億
円（
同
49
兆
6
5
1
0
億

円
／
1
9
9
9
年
）。

広
義
の
外
食
市
場
規
模（
中
食
＋
外
食
）は

29
兆
1
8
4
7
億
円
（
同
32
兆
8
9
1
8
億

円
／
1
9
9
8
年
）。

外
食
市
場
規
模
（
外
食
の
み
）
は
24
兆

3
6
8
6
億
円
（
同
29
兆
7
0
2
億
円
／

1
9
9
7
年
）。
外
食
の
店
舗
数
は
66
万
店

弱
（
経
済
セ
ン
サ
ス
／
2
0
1
2
年
）。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は

飲
食
の
消
費
の
半
分
を
占
め
る

「
広
義
の
外
食
」
は
自
分
で
食
事
を
作
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
食
の
外
部
化
」
と

も
い
う
。

「
食
の
外
部
化
比
率
」
は
現
在
45
％
あ
た

り
で
推
移
し
て
い
る（
図
表
②
参
照
）。
つ
ま

り
、
飲
食
に
費
や
す
金
額
の
ほ
ぼ
半
分
が

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
で
消
費
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
他
産
業
と
比
べ

て
大
き
な
売
上
げ
を
占
め
る
大
企
業
が
少
な

く
、
個
人
や
事
業
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
が

多
い
こ
と
が
特
徴
だ
。
起
業
を
す
る
上
で
も

制
約
が
少
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
人
で
も

こ
の
商
売
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た

め
に
「
参
入
障
壁
が
低
い
」
産
業
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
外
食
（
飲
食
店
）
は
消
費
者
に

と
っ
て
日
常
的
な
利
便
性
だ
け
で
は
な
く
レ

ジ
ャ
ー
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。『
レ
ジ
ャ
ー

白
書
2
0
1
5
』
に
よ
る
と
余
暇
市
場

（
64
兆
7
2
7
2
億
円
）
の
中
で
外
食（
日
常

的
な
も
の
を
除
く
）
は
3
位
と
な
っ
て
い
る

（
1
位
国
内
観
光
旅
行〈
避
暑
、
避
寒
、
温
泉

な
ど
〉、
2
位
ド
ラ
イ
ブ
）。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
で

最
も
重
要
な
こ
と
は「
Q
S
C
」

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
で
最
も
重
要
な
こ
と

は
「
Ｑ
Ｓ
Ｃ
」
で
あ
る
。
こ
れ
はQ

uality 

（
料
理
）、Service 

（
サ
ー
ビ
ス
）、

C
leanliness

（
清
潔
さ
）
の
頭
文
字
を
つ
な

げ
た
も
の
だ
。
つ
ま
り
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

業
は
お
客
様
に
対
し
て
「
お
い
し
い
料
理
を

提
供
し
よ
う
」「
す
て
き
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ

う
」「
清
潔
な
状
態
を
保
と
う
」
と
い
う
こ
と

を
常
に
心
掛
け
る
仕
事
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
こ
の
Q
S
C
は
掛
け
算
と
同
じ
仕

組
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

例
え
ば
「
料
理
が
お
い
し
く
」
て
「
サ
ー

ビ
ス
が
す
て
き
」
で
あ
っ
て
も
「
汚
い
店
」

で
あ
れ
ば
、
お
客
様
は
も
う
一
度
行
き
た
い

と
は
思
わ
な
い
。

﹇
例
﹈Q
：
10
点
×
S
：
10
点
×
C
：
０
点

＝
店
に
対
す
る
評
価
：
０
点

ま
た
「
料
理
が
お
い
し
く
」
て
「
店
内
が

清
潔
」
で
あ
っ
て
も
「
サ
ー
ビ
ス
で
不
愉
快

な
こ
と
が
あ
る
」
と
、
お
客
様
は
も
う
一
度

行
き
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

﹇
例
﹈Q
：
10
点
×
S
：
０
点
×
C
：
10
点

＝
店
に
対
す
る
評
価
：
０
点

そ
も
そ
も
、
入
り
口
か
ら
し
て
「
料
理
が

お
い
し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
業
は
失
格
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
「
Q
S
C
を
常
に

向
上
さ
せ
る
」
仕
事
で
あ
る
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は

「
業
種
」と「
業
態
」

外
食（
飲
食
店
）
の
商
売
は「
食
事
を
作
っ

て
店
内
で
提
供
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
店
と
し
て
、
例
え
ば
「
ラ
ー

メ
ン
店
」「
寿
司
店
」「
牛
丼
店
」「
焼
肉
店
」

「
洋
食
店
」「
中
国
料
理
店
」「
フ
ラ
ン
ス
料
理

店
」
と
い
う
一
般
名
称
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
の

業
界
構
造
と
基
礎
知
識

出典：公益財団法人食の安全・安心財団

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
の

基
礎
知
識
と
近
未
来
の
業
界
予
測
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＊①：内閣府の推計データから算出
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図表①　全国の食料・飲料支出額、家計の食料・飲料支出額、広義の外食市場規模、外食市場規模

図表②　食の外部化比率・外食率
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本
近
代
外
食
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日
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食
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フ
ー
ド
サ
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ビ
ス
年
代
記
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序
章
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序
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Past-Present-FutureFOOD SERVICE CHRONICLE 序

数
字
で
見
る
外
食
産
業

2223

日
本
近
代
外
食
史

日
本
近
代
外
食
史

数
字
で
見
る
外
食
産
業

総売上高
25兆

1,816 億円
飲食店
13兆

4.965 億円
（53.8%）

食堂
レストラン
9兆

6,905 億円
（38.5%）

そば・
うどん店
1兆

2,373 億円
（4.9%）

すし店
1兆

4,119 億円
（5.6%）

その他
1兆

1,568 億円
（4.6%）

国内線
機内食等
2,619 億円
（1.0%）

給食主体部門
20兆 181 億円
（79.5%）

料飲主体部門
5兆 1,635 億円
（20.5%）

営業給食
16兆 6,249 億円
（66.0%）

集団給食
3兆 3,932 億円
（13.5%）

学校
5,079 億円
（2.0%）

社員食堂等
給食
1兆

2,131 億円
（4.8%）

社員食堂等
給食
1兆

2,131 億円
（4.8%）

弁当給食
5,331 億円
（2.1%）

病院
8,207 億円
（3.3%）

保育所給食
3,184 億円
（1.3%）

喫茶店
1兆

1,270 億円
（4.5%）

居酒屋・
ビヤホール等

1兆
672 億円
（4.2%）

料亭
3,549 億円
（1.4%）

バー・キャバレー・
ナイトクラブ
2兆 6,144 億円
（10.4%）

バー・キャバレー・
ナイトクラブ
2兆 6,144 億円
（10.4%）

宿泊施設
2兆

8.665 億円
（11.1%）

事業所給食
1兆

7,462 億円
（7.0%）

喫茶店・居酒屋等
2兆

1,942 億円
（8.7%）

料亭・バー等
2兆

9,693 億円
（11.7%）

外食産業の市場規模

他産業との比較（2014年度）国内外食店舗数外食産業従業者数外食産業従業者の男女比率

外食市場は微増傾向

喫茶店・居酒屋等

対前年増加率ベスト 3（2015 年度）

主要３部門（飲食店、集団給食、喫茶店・居酒屋等）の
売上げ推移（2013～2015 年度）

集団給食部門飲食店

0
2013 年

（兆円）

2014 年

料理品小売業

外食産業

2015 年

0

3

6

9

12

15
（兆円）

2013 年 2014 年 2015 年
0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
（兆円）

2013 年 2014 年 2015 年

29 兆
9,902 億円

30兆
8,794 億円

31 兆
7,869 億円

5

10

15

20

25

30

35

2013 年 2014 年 2015 年
0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5
（兆円）

67万
3000店
以上

480万人
（7.8％）

56％
44％

69％

31％

59％
41％

60％
40％

全産業従業者の男女比は男
性 56％、女性 44％。これ
に対し外食産業従業者の男
女比は同 40％、60％と逆
転。外食産業は女性が活躍
する場を提供している。

対前年増加率では「そば・うどん店」が 5.8％増でトップ
だが、増加額トップは訪日外国人のインバウンド需要が好
調だった宿泊施設で 1,259 億円増。ファストフードのハン
バーガー店を含む「その他の飲食店」は 5.5％減でハンバー
ガーチェーン最大手の不振が大きく響いた形だ。

外食産業全体としては 2014、15 年と続けて２％台の伸
びを見せ 25 兆円規模まで回復。料理品小売業と合わせた
広義の外食産業全体では 30兆円を超えた。

外食市場の 50％を超えるシェアを占めているのが
飲食店だ。

全産業従業者は 6179 万人。うち外食産
業従業者は 480 万人で、全体の 7.8％を
占めている。その内訳は飲食店従業者
423 万人、持ち帰り・配達飲食サービス
業従業者 57万人である。

外食店舗約 62万カ所、持ち帰り・
配達飲食サービス店舗は５万
3000 カ所以上がある。

外食業の市場規模は、自動車小売業の約 1.8 培、アパレル業
の約 2.6 培もの規模を誇っている。

0 5 10 15 20 25 30 35 40

外食業

流通小売業

自動車小売業

家電量販店

アパレル業

国民医療費

16.6 兆円

4.5 兆円

11.5 兆円

40.0 兆円

30.6 兆円※2

30.6 兆円※1

※1：外食業（24.4 兆円）と料理品小売業（6.2 兆円）の合計
※2：百貨店（6.8 兆円）とスーパーマーケット（13.4 兆円）と
　　  コンビニエンスストア（10.4 兆円）の合計
※：国民医療費は 2014 会計年度、その他は 2014 暦年度
　　外食業のデータは一般社団法人日本フードサービス協会の推定値より
　　国民医療費のデータは厚生労働省「平成 26年度　医療費の動向～概算
　　医療費の年度集計結果」より。その他のデータは経済産業省商業動態統計より※：2014 経済センサス̶基礎調査、外食産業総合調査研究センター、経済産業省商業動態統計、総務省統計国民医療費、厚生労働省平成 26年度医療費の動向より

出
典
：
社
団
法
人
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
デ
ー
タ
か
ら
見
る
外
食
産
業
）、

　
　
　
外
食
産
業
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
２
０
１
６
よ
り

飲食店従業者
（423万人）

外食産業従業者（広義）
（480万人）

全産業従業者
（6,179 万人）

持ち帰り・配達飲食
サービス従業者
（57万人）

24 兆
99億円

24兆
6,326 億円

25兆
1,816 億円

6兆
6,053 億円

6兆
2,468 億円

5兆
9,803 億円

部門

そば・うどん店 5.8% 677 億円

宿泊施設 4.6% 1,259 億円

喫茶店 3.2% 349 億円

その他の飲食店 ▲5.5% ▲676 億円

増加率 増加額

1位

ワースト
1

2位

3位

食堂・
レストラン

居酒屋・
ビヤホール
等

喫茶店

2.07
兆円

2.13
兆円

2.19
兆円

12.90
兆円

13.22
兆円

13.49
兆円

3.3
兆円

3.35
兆円

3.39
兆円

保育所給食

病院

事業所
（弁当給食含む）

学校

そば・
うどん店

すし店

その他の
飲食店

5,877
億円

（4.3%
） 1,144

億円

（5.2%
）

1,062
億円

（3.1%
） UP

!
UP!UP!

Sam
ple



25 24

れ
は
「
業
種
」
と
い
う
も
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
こ
の
中
の
「
牛

丼
店
」
の
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、

「
3
8
0
円
」「
4
8
0
円
」
と
い
う
価
格
の

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
も
あ
れ
ば
、

老
舗
の
す
き
焼
き
屋
さ
ん
で「
1
5
0
0
円
」

程
度
の
価
格
で
牛
丼
を
提
供
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
同
じ
牛
丼
で
も
こ
の
違
い
は

「
業
態
」
に
よ
る
も
の
だ
。

つ
ま
り
「
売
り
物
」
が
業
種
で
あ
り
。
そ

の
「
売
り
方
」
が
業
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
業

種
が
先
に
存
在
し
て
い
る
が
、
業
態
に
落
と

し
込
ま
な
い
と
商
売
は
成
立
し
な
い
。
業
種

と
い
う
売
り
物
を
備
え
た
ら
〝
ど
の
よ
う
な

客
層
に
〞〝
ど
の
よ
う
な
場
面
で
〞〝
い
く
ら

の
価
格
で
〞
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う

こ
と
が
業
態
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
業
は
、
こ
の
業
態
を
練
り
こ
ん
で
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
業
態
を
整
理
し
た
も
の
が
図
表
③
に

示
し
た
「
四
つ
の
業
態
」
と
「
業
態
の
三
角

形
」
で
あ
る
。

業
態
は

商
売
の「
指
標
」

業
態
の
三
角
形
の
横
軸
は
「
市
場
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
」
つ
ま
り
、
お
客
様
は
多
い
か
少

な
い
か
、
縦
軸
は
「
客
単
価
」
つ
ま
り
、
客

単
価
が
高
い
か
低
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

客
単
価
と
は
「
売
上
げ
÷
客
数
」
の
こ
と

だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
割
り
出
さ
れ
る
金
額

は
、
俗
に
い
う
「
予
算
」
と
似
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
客
単
価
と

は
「
そ
の
店
が
ど
の
よ
う
な
商
売
を
し
て
い

る
の
か
」
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
。

四
つ
の
業
態
は
、
こ
の
「
客
単
価
（
a
）」

「
注
文
を
受
け
て
か
ら
商
品
を
提
供
す
る
ま

で
の
時
間
（
ｂ
）」「
商
品
の
提
供
方
法
（
ｃ
）」

「
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
（
ｄ
）」
に
よ
っ
て
分
類

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
分
類
を
一
般
的
な
飲
食
店
に
当

て
は
め
る
と
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
牛
丼
な
ど

を
低
価
格
で
か
つ
早
く
提
供
す
る
チ
ェ
ー
ン

は
「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
（
F
F
）」、
日
常
的

な
食
事
を
お
客
様
の
テ
ー
ブ
ル
で
注
文
を

取
っ
て
お
客
様
の
テ
ー
ブ
ル
に
持
っ
て
い
く

店
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン（
F
R
）」、

大
衆
的
な
居
酒
屋
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
イ
タ
リ

ア
ン
、
バ
ル
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
な
ど
は
「
カ

ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
（
C
R
）」、
そ
し
て

い
わ
ゆ
る
高
級
店
は
「
デ
ィ
ナ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
（
D
R
）」
に
相
当
す
る
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は

「
中
食
」と「
外
食
」

人
は
生
き
て
い
く
た
め
に
「
食
べ
て
」「
飲

ん
で
」
い
る
。
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は
そ
の

人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
行
為
を
商
売
と
し

た
も
の
だ
。

こ
の
人
が
飲
食
に
対
し
て
お
金
を
使
う
こ

と
を
「
食
料
・
飲
料
の
支
出
額
」
と
い
う
。

こ
の
支
出
は
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

ま
ず
「
内
食
」（
う
ち
し
ょ
く
）。
こ
れ
は

人
が
食
料
や
飲
料
を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
購
入
し
て
家
で
調
理
を
し
て
食
べ
る

こ
と
だ
。
次
に
「
中
食
」（
な
か
し
ょ
く
）。

こ
れ
は
誰
か
が
作
っ
た
食
事
を
買
っ
て
ど
こ

か
で
食
べ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
「
外
食
」（
が

い
し
ょ
く
）。
こ
れ
は
食
事
を
作
っ
た
人
が

い
る
と
こ
ろ
と
同
じ
場
所
で
買
っ
て
食
べ
る

こ
と
だ
。
ち
な
み
に
食
事
の
「
宅
配
」（
デ
リ

バ
リ
ー
）
は
中
食
に
含
ま
れ
る
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
と
は「
食
事
を
作
り
、

そ
れ
を
販
売
す
る
」
と
い
う
商
売
で
あ
る
か

ら
、
右
記
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の

「
中
食
」
と「
外
食
」
が
該
当
す
る
。
こ
の
二

つ
を
含
め
て
「
広
義
の
外
食
」
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
数
字
で
示
そ
う
（
図
表

①
参
照
、
2
0
1
4
年
の
デ
ー
タ
／
公
益
財

団
法
人
食
の
安
全
・
安
心
財
団
）。

全
国
の
食
料
・
飲
料
支
出
額
（
内
食
＋
中

食
＋
外
食
）
は
68
兆
4
5
1
億
円
（
ピ
ー
ク

は
77
兆
8
5
7
5
億
円
／
1
9
9
8
年
）。

家
計
の
食
料
・
飲
料
支
出
額
（
内
食
＋
中

食
）は
44
兆
8
2
8
億
円（
同
49
兆
6
5
1
0
億

円
／
1
9
9
9
年
）。

広
義
の
外
食
市
場
規
模（
中
食
＋
外
食
）は

29
兆
1
8
4
7
億
円
（
同
32
兆
8
9
1
8
億

円
／
1
9
9
8
年
）。

外
食
市
場
規
模
（
外
食
の
み
）
は
24
兆

3
6
8
6
億
円
（
同
29
兆
7
0
2
億
円
／

1
9
9
7
年
）。
外
食
の
店
舗
数
は
66
万
店

弱
（
経
済
セ
ン
サ
ス
／
2
0
1
2
年
）。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は

飲
食
の
消
費
の
半
分
を
占
め
る

「
広
義
の
外
食
」
は
自
分
で
食
事
を
作
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
食
の
外
部
化
」
と

も
い
う
。

「
食
の
外
部
化
比
率
」
は
現
在
45
％
あ
た

り
で
推
移
し
て
い
る（
図
表
②
参
照
）。
つ
ま

り
、
飲
食
に
費
や
す
金
額
の
ほ
ぼ
半
分
が

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
で
消
費
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
他
産
業
と
比
べ

て
大
き
な
売
上
げ
を
占
め
る
大
企
業
が
少
な

く
、
個
人
や
事
業
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
が

多
い
こ
と
が
特
徴
だ
。
起
業
を
す
る
上
で
も

制
約
が
少
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
人
で
も

こ
の
商
売
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た

め
に
「
参
入
障
壁
が
低
い
」
産
業
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
外
食
（
飲
食
店
）
は
消
費
者
に

と
っ
て
日
常
的
な
利
便
性
だ
け
で
は
な
く
レ

ジ
ャ
ー
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。『
レ
ジ
ャ
ー

白
書
2
0
1
5
』
に
よ
る
と
余
暇
市
場

（
64
兆
7
2
7
2
億
円
）
の
中
で
外
食（
日
常

的
な
も
の
を
除
く
）
は
3
位
と
な
っ
て
い
る

（
1
位
国
内
観
光
旅
行〈
避
暑
、
避
寒
、
温
泉

な
ど
〉、
2
位
ド
ラ
イ
ブ
）。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
で

最
も
重
要
な
こ
と
は「
Q
S
C
」

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
で
最
も
重
要
な
こ
と

は
「
Ｑ
Ｓ
Ｃ
」
で
あ
る
。
こ
れ
はQ

uality 

（
料
理
）、Service 

（
サ
ー
ビ
ス
）、

C
leanliness

（
清
潔
さ
）
の
頭
文
字
を
つ
な

げ
た
も
の
だ
。
つ
ま
り
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

業
は
お
客
様
に
対
し
て
「
お
い
し
い
料
理
を

提
供
し
よ
う
」「
す
て
き
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ

う
」「
清
潔
な
状
態
を
保
と
う
」
と
い
う
こ
と

を
常
に
心
掛
け
る
仕
事
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
こ
の
Q
S
C
は
掛
け
算
と
同
じ
仕

組
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

例
え
ば
「
料
理
が
お
い
し
く
」
て
「
サ
ー

ビ
ス
が
す
て
き
」
で
あ
っ
て
も
「
汚
い
店
」

で
あ
れ
ば
、
お
客
様
は
も
う
一
度
行
き
た
い

と
は
思
わ
な
い
。

﹇
例
﹈Q
：
10
点
×
S
：
10
点
×
C
：
０
点

＝
店
に
対
す
る
評
価
：
０
点

ま
た
「
料
理
が
お
い
し
く
」
て
「
店
内
が

清
潔
」
で
あ
っ
て
も
「
サ
ー
ビ
ス
で
不
愉
快

な
こ
と
が
あ
る
」
と
、
お
客
様
は
も
う
一
度

行
き
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

﹇
例
﹈Q
：
10
点
×
S
：
０
点
×
C
：
10
点

＝
店
に
対
す
る
評
価
：
０
点

そ
も
そ
も
、
入
り
口
か
ら
し
て
「
料
理
が

お
い
し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
業
は
失
格
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
「
Q
S
C
を
常
に

向
上
さ
せ
る
」
仕
事
で
あ
る
。

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
は

「
業
種
」と「
業
態
」

外
食（
飲
食
店
）
の
商
売
は「
食
事
を
作
っ

て
店
内
で
提
供
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
店
と
し
て
、
例
え
ば
「
ラ
ー

メ
ン
店
」「
寿
司
店
」「
牛
丼
店
」「
焼
肉
店
」

「
洋
食
店
」「
中
国
料
理
店
」「
フ
ラ
ン
ス
料
理

店
」
と
い
う
一
般
名
称
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
の

業
界
構
造
と
基
礎
知
識

出典：公益財団法人食の安全・安心財団

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
の

基
礎
知
識
と
近
未
来
の
業
界
予
測
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全国の食料・飲料支出額＊①

数字はあくまでも「推計」です。
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図表①　全国の食料・飲料支出額、家計の食料・飲料支出額、広義の外食市場規模、外食市場規模

図表②　食の外部化比率・外食率
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日
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字
で
見
る
外
食
産
業

総売上高
25兆

1,816 億円
飲食店
13兆

4.965 億円
（53.8%）

食堂
レストラン
9兆

6,905 億円
（38.5%）

そば・
うどん店
1兆

2,373 億円
（4.9%）

すし店
1兆

4,119 億円
（5.6%）

その他
1兆

1,568 億円
（4.6%）

国内線
機内食等
2,619 億円
（1.0%）

給食主体部門
20兆 181 億円
（79.5%）

料飲主体部門
5兆 1,635 億円
（20.5%）

営業給食
16兆 6,249 億円
（66.0%）

集団給食
3兆 3,932 億円
（13.5%）

学校
5,079 億円
（2.0%）

社員食堂等
給食
1兆

2,131 億円
（4.8%）

社員食堂等
給食
1兆

2,131 億円
（4.8%）

弁当給食
5,331 億円
（2.1%）

病院
8,207 億円
（3.3%）

保育所給食
3,184 億円
（1.3%）

喫茶店
1兆

1,270 億円
（4.5%）

居酒屋・
ビヤホール等

1兆
672 億円
（4.2%）

料亭
3,549 億円
（1.4%）

バー・キャバレー・
ナイトクラブ
2兆 6,144 億円
（10.4%）

バー・キャバレー・
ナイトクラブ
2兆 6,144 億円
（10.4%）

宿泊施設
2兆

8.665 億円
（11.1%）

事業所給食
1兆

7,462 億円
（7.0%）

喫茶店・居酒屋等
2兆

1,942 億円
（8.7%）

料亭・バー等
2兆

9,693 億円
（11.7%）

外食産業の市場規模

他産業との比較（2014年度）国内外食店舗数外食産業従業者数外食産業従業者の男女比率

外食市場は微増傾向

喫茶店・居酒屋等

対前年増加率ベスト 3（2015 年度）

主要３部門（飲食店、集団給食、喫茶店・居酒屋等）の
売上げ推移（2013～2015 年度）

集団給食部門飲食店

0
2013 年

（兆円）

2014 年

料理品小売業

外食産業

2015 年

0
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（兆円）

2013 年 2014 年 2015 年
0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
（兆円）

2013 年 2014 年 2015 年

29 兆
9,902 億円

30兆
8,794 億円

31 兆
7,869 億円

5
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35

2013 年 2014 年 2015 年
0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5
（兆円）

67万
3000店
以上

480万人
（7.8％）

56％
44％

69％

31％

59％
41％

60％
40％

全産業従業者の男女比は男
性 56％、女性 44％。これ
に対し外食産業従業者の男
女比は同 40％、60％と逆
転。外食産業は女性が活躍
する場を提供している。

対前年増加率では「そば・うどん店」が 5.8％増でトップ
だが、増加額トップは訪日外国人のインバウンド需要が好
調だった宿泊施設で 1,259 億円増。ファストフードのハン
バーガー店を含む「その他の飲食店」は 5.5％減でハンバー
ガーチェーン最大手の不振が大きく響いた形だ。

外食産業全体としては 2014、15 年と続けて２％台の伸
びを見せ 25 兆円規模まで回復。料理品小売業と合わせた
広義の外食産業全体では 30兆円を超えた。

外食市場の 50％を超えるシェアを占めているのが
飲食店だ。

全産業従業者は 6179 万人。うち外食産
業従業者は 480 万人で、全体の 7.8％を
占めている。その内訳は飲食店従業者
423 万人、持ち帰り・配達飲食サービス
業従業者 57万人である。

外食店舗約 62万カ所、持ち帰り・
配達飲食サービス店舗は５万
3000 カ所以上がある。

外食業の市場規模は、自動車小売業の約 1.8 培、アパレル業
の約 2.6 培もの規模を誇っている。

0 5 10 15 20 25 30 35 40

外食業

流通小売業

自動車小売業

家電量販店

アパレル業

国民医療費

16.6 兆円

4.5 兆円

11.5 兆円

40.0 兆円

30.6 兆円※2

30.6 兆円※1

※1：外食業（24.4 兆円）と料理品小売業（6.2 兆円）の合計
※2：百貨店（6.8 兆円）とスーパーマーケット（13.4 兆円）と
　　  コンビニエンスストア（10.4 兆円）の合計
※：国民医療費は 2014 会計年度、その他は 2014 暦年度
　　外食業のデータは一般社団法人日本フードサービス協会の推定値より
　　国民医療費のデータは厚生労働省「平成 26年度　医療費の動向～概算
　　医療費の年度集計結果」より。その他のデータは経済産業省商業動態統計より※：2014 経済センサス̶基礎調査、外食産業総合調査研究センター、経済産業省商業動態統計、総務省統計国民医療費、厚生労働省平成 26年度医療費の動向より

出
典
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社
団
法
人
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
デ
ー
タ
か
ら
見
る
外
食
産
業
）、

　
　
　
外
食
産
業
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
２
０
１
６
よ
り

飲食店従業者
（423万人）

外食産業従業者（広義）
（480万人）

全産業従業者
（6,179 万人）

持ち帰り・配達飲食
サービス従業者
（57万人）

24 兆
99億円

24兆
6,326 億円

25兆
1,816 億円

6兆
6,053 億円

6兆
2,468 億円

5兆
9,803 億円

部門

そば・うどん店 5.8% 677 億円

宿泊施設 4.6% 1,259 億円

喫茶店 3.2% 349 億円

その他の飲食店 ▲5.5% ▲676 億円

増加率 増加額

1位

ワースト
1

2位

3位

食堂・
レストラン

居酒屋・
ビヤホール
等

喫茶店

2.07
兆円

2.13
兆円

2.19
兆円

12.90
兆円

13.22
兆円

13.49
兆円

3.3
兆円

3.35
兆円

3.39
兆円

保育所給食

病院

事業所
（弁当給食含む）

学校

そば・
うどん店

すし店

その他の
飲食店

5,877
億円

（4.3%
） 1,144

億円

（5.2%
）

1,062
億円

（3.1%
） UP

!
UP!UP!
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本文は「業務用加工食品ヒット賞」受賞時、日食外食レストラン新聞に掲載された記事です（一部修正もあり）。商品規格などが現状と異なる場合があります。本文は「業務用加工食品ヒット賞」受賞時、日食外食レストラン新聞に掲載された記事です（一部修正もあり）。商品規格などが現状と異なる場合があります。

和
食

　部
門

和
食

　部
門

創味そばつゆ
創味食品

鰹
節
本
来
の
自
然
な
香
り

保存料・甘味料
不使用で吟味

　
創
味
食
品
の
「
創
味
そ
ば
つ
ゆ
」

は
、つ
ゆ
の
〝
命
〞
で
あ
る
「
だ
し
」

に
こ
だ
わ
っ
た
本
格
的
な
つ
ゆ
（
希

釈
タ
イ
プ
）
と
し
て
、
そ
の
味
が
料

理
の
プ
ロ
に
評
価
さ
れ
１
９
７
０
年

の
発
売
以
来
、
全
国
業
務
用
市
場
で

高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

　
こ
の
そ
ば
つ
ゆ
が
発
売
さ
れ
た
70

年
当
時
は
、
大
阪
で
の
万
国
博
覧
会

開
催
を
き
っ
か
け
に
外
食
需
要
が
高

ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
同
社
で

は
、こ
の
傾
向
に
い
ち
早
く
着
目
し
、

万
博
の
前
年
に
は
関
西
風
の
「
和
風

だ
し
」（
希
釈
タ
イ
プ
）
を
発
売
、

さ
ら
に
大
消
費
地
で
あ
る
関
東
地
方

で
の
需
要
を
見
込
み
、
濃
口
醤
油
を

用
い
て
開
発
し
た
の
が
同
商
品
で
あ

る
。

　
吟
味
し
た
、
し
か
も
厚
削
り
の
鰹

節
を
用
い
、
自
社
で
丁
寧
に
と
っ
た

天
然
だ
し
を
使
用
し
て
い
る
の
が
最

大
の
特
徴
で
、
鰹
節
本
来
の
自
然
な

香
り
と
奥
深
い
味
わ
い
が
生
き
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
だ
し
の
風
味
を
生
か
す

た
め
、
厳
選
し
た
本
醸
造
濃
口
醤
油

を
使
用
す
る

こ
と
で
、
調

和
の
と
れ
た
、

ま
ろ
や
か
な

味
に
仕
上

が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た

自
然
な
香
り

と
味
を
大
切

に
す
る
た
め
、

保
存
料
や
甘
味
料
は
一
切
使
用
し
て

い
な
い
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
使
い
方
も
、
ざ
る
そ
ば
な
ど
の
つ

け
汁
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
地

方
で
は
そ
ば
・
う
ど
ん
の
か
け
汁
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

麺
類
だ
け
で
は
な
く
、
天
つ
ゆ
、
丼

の
た
れ
、
煮
物
、
寄
せ
鍋
の
だ
し
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
和
風
料
理
に
利
用
で

き
る
万
能
つ
ゆ
だ
。

　
こ
う
し
た
本
格
的
な
味
と
汎
用
性

を
兼
ね
備
え
た
同
商
品
は
、
使
用
目

的
に
よ
っ
て
希
釈
す
る
だ
け
で
、
手

軽
に
安
定
し
た
味
が
出
せ
る
と
い
う

点
が
評
価
さ
れ
、
個
店
の
外
食
店
か

ら
チ
ェ
ー
ン
店
、
産
業
給
食
、
業
務

用
食
品
メ
ー
カ
ー
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

業
務
用
に
需
要
が
拡
大
。
現
在
で
は

業
務
用
和
風
調
味
料
と
し
て
欠
か
せ

な
い
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
は
業
務
用
の
、
し
か
も
料
理

の
味
の
基
礎
と
な
る
調
味
料
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
使
用
す
る
業
務
店
の

の
れ
ん
や
信
用
に
対
す
る
責
任
を
考

え
て
い
る
。

　「
商
品
開
発
の
際
に
は
、
本
当
に

い
い
も
の
を
吟
味
し
て
商
品
化
し
、

発
売
し
て
い
る
」
と
い
う
商
品
に
対

す
る
真
摯
な
考
え
方
が
発
売
か
ら
45

年
以
上
た
っ
た
今
で
も
支
持
さ
れ
続

け
て
い
る
理
由
で
も
あ
る
。

ゆかり®
三島食品

ヤマサ繁昌店 白だしつゆ
ヤマサ醤油

ヒガシマル醤油

万
能
調
味
料
と
し
て
用
途
拡
大

しそ漬けの開発から
ジュレ、ドリンクにも

　
赤
し
そ
ふ
り
か
け
「
ゆ
か
り
®
」

は
、
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
赤
し

そ
ふ
り
か
け
の
85
％
以
上
の
シ
ェ
ア

を
誇
る
三
島
食
品
の
看
板
商
品
。
現

在
で
は
ご
飯
に
か
け
る
ふ
り
か
け
の

用
途
だ
け
で
な
く
、
赤
し
そ
の
可
憐

な
赤
色
を
メ
ニ
ュ
ー
に
添
え
る
万
能

調
味
料
と
し
て
の
使
用
例
が
外
食
を

中
心
に
広
ま
っ
て
い
る
。
発
売
45
周

年
を
迎
え
た
２
０
１
５
年
も
堅
調
な

伸
び
で
推
移
し
て
い
る
。

　
１
９
６
０
年
代
後
半
、
中
京
地
区

で
は
赤
し
そ
の
漬
物
が
人
気
だ
っ

た
。
そ
れ
を
目
に
し
た
営
業
マ
ン
が

し
そ
漬
け
の
開
発
を
提
案
す
る
。
提

案
は
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
営
業
マ
ン
の
情
熱

に
打
た
れ
た
三
島
哲
男
社
長（
当
時
）

は
「
ふ
り
か
け
」
と
い
う
条
件
で
商

品
化
へ
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を
出
す
。
製
品

は
、
色
の
紫
を
「
ゆ
か
り
」
と
読
む

こ
と
と
、「
縁
（
エ
ン
）」
を
ゆ
か
り

と
も
読
む
こ
と

で
お
客
さ
ま
と

の
ご
縁
を
大
切

に
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
「
ゆ

か
り
®
」
と
名

付
け
ら
れ
た
。

　
70
年
に
家
庭

用
で
先
行
発
売

し
た
が
、
順
風

満
帆
と
は
い
か

な
か
っ
た
。
転

機
が
訪
れ
た
の

は
数
年
後
、
学

校
給
食
に
採
用

さ
れ
だ
し
て
か
ら
だ
。
ち
ょ
う
ど
米

飯
給
食
が
広
ま
り
始
め
た
こ
ろ
で
児

童
か
ら
人
気
に
火
が
付
き
、
家
庭
用

へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
製
品
は
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
無
添
加
、
ソ
フ

ト
ふ
り
か
け
、
梅
入
り
な
ど
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い
っ
た
。
業

務
用
で
は
そ
の
他
に
も

「
ジ
ュ
レ
ッ
ソ
®
赤
し
そ
」

「
赤
し
そ
ド
リ
ン
ク
Ｙ
Ｕ

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
™
ゆ
か
り
®
」

な
ど
形
態
を
変
え
、
新

需
要
の
拡
大
を
進
め
て

い
る
。

　
７
月
７
日
は
「
赤
し

そ
の
日
」（
日
本
記
念
日

協
会
制
定
）。
こ
の
時
期

は
赤
し
そ
の
収
穫
が
最

盛
期
で
あ
る
こ
と
と
、

１
年
に
一
度
め
ぐ
り
会
う
「
縁
も
ゆ

か
り
も
あ
る
」
七
夕
の
織
姫
と
彦
星

の
伝
説
に
ち
な
ん
で
同
社
が
登
録
し

た
。
夏
場
に
は
、
ご
飯
よ
り
も
そ
う

め
ん
に
か
け
て
食
べ
る
と
彩
り
が
よ

く
付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
最
適
、ま
た
、

し
そ
の
酸
味
が
食
欲
を
そ
そ
り
夏
バ

テ
対
策
に
も
な
る
。
実
は
バ
ニ
ラ
ア

イ
ス
と
の
相
性
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

うどんスープ

本
格
和
風
の
即
席
調
味
料

関西風つゆの顔

　
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
が
粉
末
つ
ゆ
の

素
「
う
ど
ん
ス
ー
プ
」
を
発
売
し
た

の
は
１
９
６
４
年
。
半
世
紀
以
上
前

の
開
発
当
時
は
、
う
ど
ん
は
蒸
籠
に

１
玉
ず
つ
並
べ
て
販
売
さ
れ
、
だ
し

も
手
作
り
し
た
が
、「
も
っ
と
手
軽

に
、
も
っ
と
素
早
く
、
う
ど
ん
が
食

べ
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
に
向
け
て
、

淡
口
醤
油
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が

「
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
、
関
西
ら
し

い
淡
い
色
の
う
ど
ん
だ
し
が
で
き

る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
本
格

和
風
の
即
席
調
味
料
と
し
て
粉
末
う

ど
ん
だ
し
を
完
成
さ
せ
た
。

　
原
料
に
は
素
材
の
持
ち
味
や
色
目

を
生
か
し
、
見
た
目
も
美
し
く
仕
上

げ
る
本
醸
造
淡
口
醤
油
と
、
コ
ク
の

あ
る
道
南
産
真
昆
布
に
薩
摩
本
節
の

鰹
節
を
使
用
。
こ
れ
ら
を
じ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
う
ま
み
成
分
を
抽

出
す
る
方
法
で
雑
味
や
苦
み
の
な
い

関
西
風
う
ど
ん
ス
ー
プ
に
し
、
そ
の

後
、
低
温
噴
霧
乾
燥
法
で
風
味
を
そ

こ
な
わ
ず
に
ロ
ー
ス
ト
感
を
プ
ラ
ス

し
て
仕
上
げ
て
い
る
。

　
そ
の
「
う
ど
ん
ス
ー
プ
」
は
１
袋

で
ど
ん
ぶ
り
１
人
前
の
つ
ゆ
が
す
ぐ

に
で
き
る
よ
う
、
使
い
勝
手
が
よ
く

保
管
に
も
便
利
な
個
包
装
で
家
庭
向

け
に
発
売
し
、
西
日
本
の
家
庭
で
は

一
家
に
一
つ
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
調
味

料
と
し
て
定
番
化
に
成

功
。
さ
ら
に
、「
こ
れ
さ

え
あ
れ
ば
明
日
か
ら
う

ど
ん
屋
が
で
き
る
」
と

外
食
や
給
食
業
態
で
も

注
目
を
集
め
た
た
め
、
73

年
に
は
８
０
０
ｇ
サ
イ
ズ

で
業
務
用
市
場
へ
も
参
入

し
た
。
そ
の
後
、
湯
に
溶

か
す
だ
け
で
、
簡
単
に
う

ど
ん
だ
し
が
で
き
る
た

め
、
プ
ロ
が
居
な
い
ア
ル

バ
イ
ト
だ
け
の
調
理
場
で

も
つ
ゆ
の
味
が
ぶ
れ
な
い
と
着
実
に

販
路
を
拡
大
。
さ
ら
に
近
年
は
、
関

東
で
も
だ
し
の
利
い
た
淡
い
色
の
関

西
風
う
ど
ん
だ
し
が
簡
便
調
理
で
で

き
る
即
食
ニ
ー
ズ
と
軽
量
調
味
料
と

し
て
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
。
発

売
後
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
が
売

上
げ
は
現
在
も
年
々
伸
長
し
、
今
や

粉
末
う
ど
ん
つ
ゆ
市
場
の
売
上
げ
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
、
シ
ェ
ア
７
割
を
超
え

る
商
品
に
育
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
醤
油
や
つ
ゆ
は
地
域
色
が

強
い
が
、「
う
ど
ん
ス
ー
プ
」
は
全

国
ど
こ
で
で
も
関
西
風
の
う
ど
ん
だ

し
が
楽
し
め
る
よ
う
に
全
国
統
一
の

味
で
展
開
。
素
材
の
色
や
味
を
じ
ゃ

ま
し
な
い
関
西
だ
し
の
味
は
う
ど
ん

に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
料
理
の

だ
し
に
使
え
る
と
、
だ
し
巻
き
卵
や

茶
わ
ん
蒸
し
の
和
食
は
も
ち
ろ
ん
、

炒
飯
や
パ
ス
タ
な
ど
、
幅
広
い
料
理

へ
用
途
を
広
げ
て
い
る
。

　
12
年
に
は
食
品
ヒ
ッ
ト
賞
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
賞
（
家
庭
用
商
品
向
け
）
も

受
賞
。
醤
油
の
消
費
量
減
少
を
先
読

み
し
、
醤
油
関
連
商
品
の
開
発
に
い

ち
早
く
乗
り
出
し
て
誕
生
し
た
「
う

ど
ん
ス
ー
プ
」
は
関
西
風
つ
ゆ
の
顔

と
し
て
、
業
務
用
・
家
庭
用
の
両
市

場
で
愛
用
さ
れ
る
商
品
と
な
っ
て
い

る
。

業
務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
２
回
（ 

平
成
10
年
度
） 

和
食
部
門 

受
賞

淡
く
美
し
い
色
合
い
が
好
評

のびがよく使いやすい
焼津産かつお節を訴求

　
２
０
１
５
年
、
発
売
20
周
年
を
迎

え
た
ヤ
マ
サ
醤
油
の
「
ヤ
マ
サ
繁
昌

店
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
同
社
の
業
務
用

看
板
製
品
と
し
て
毎
年
着
実
に
売
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
現
在
15
ア
イ

テ
ム
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

人
気
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
け
ん
引
役

を
果
た
し
て
い
る
の
が
93
年
発
売
の

「
白
だ
し
つ
ゆ
」
だ
。
14
年
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
だ
し
の
原
産
地
を

「
北
海
道
産
昆
布
」「
焼
津
産
か
つ
お

節
」
と
産
地
を
特
定
し
、
だ
し
の
訴

求
力
を
ア
ッ
プ
し
た
。「
白
だ
し
つ

ゆ
」
か
ら
派
生
し
て
生
ま
れ
た
「
昆

布
つ
ゆ
白
だ
し
」
は
家
庭
用
で
先
行

し
、
業
務
用
で
も
好
評
だ
。

　「
お
い
し
い
料
理
を
手
軽
に
、
手

早
く
、
し
か
も
経
済
的
に
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
開
発
さ
れ
た
の
が

「
ヤ
マ
サ
繁
昌
店
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。

　「
白
だ
し
つ
ゆ
」
発
売
前
、「
白
だ

し
」
は
料
理
の
素
材
の
色
を
大
切
に

す
る
和
食
専
門
店

の
料
理
人
が
使
う

調
味
料
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
。
そ
の
専
門
店

の
味
わ
い
と
素
材

の
色
を
生
か
す
特

徴
を
そ
の
ま
ま

に
、
本
醸
造
「
ヤ

マ
サ
う
す
く
ち

し
ょ
う
ゆ
」
を
使

い
、
日
本
人
の
好

み
の
味
わ
い
と
し

て
汎
用
性
を
高

め
、
和
食
以
外
の

業
態
に
広
め
、
和

食
系
業
態
を
中
心

に
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
ラ
ン
チ
ス
ー
プ
な

ど
他
業
態
へ
と
需
要
を
広
げ
て
い
っ

た
。

　
近
年
、
讃
岐
う
ど
ん
な
ど
の
関
西

系
料
理
が
全
国
に
普
及
し
、
関
東
系

の
濃
い
色
合
い
か
ら
、
関
西
系
の
淡

く
美
し
い
色
合
い
が
好
ま
れ
る
傾
向

が
強
く
な
っ
た
。「
白
だ
し
つ
ゆ
」

１
本
あ
れ
ば
淡
く
美
し
い
色
合
い
の

メ
ニ
ュ
ー
が
手
軽
に
で
き
る
こ
と
か

ら
年
々
需
要
が
増
え
て
い
る
。

　
お
吸
い
物
は
20
倍
希
釈
、
煮
物
・

鍋
物
は
10
〜
11
倍
希
釈
、
茶
わ
ん
蒸

し
・
お
で
ん
は
13
倍
、
だ
し
巻
き
玉

子
は
４
〜
６
倍
と
希
釈
率
を
変
え
る

だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
対
応
可

能
。
ベ
ー
ス
と
し
て
用
い
、
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
る
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
性

も
出
せ
る
。
ま
た
、「
浅
漬
け
の
素
」

と
し
て
使
わ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
原

液
の
ま
ま
、
希
釈
し
て
漬
け
込
み
時

間
、
素
材
に
よ
っ
て
お
好
み
の
味
を

だ
せ
る
。業

務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
３
回
（
平
成
11
年
度
）

和
食
部
門 

受
賞

業
務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
２
回
（ 

平
成
10
年
度
） 

和
食
部
門 

受
賞

業
務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
３
回
（ 

平
成
11
年
度
） 

和
食
部
門 

受
賞

Sam
ple
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和
食

　部
門

和
食

　部
門

創味そばつゆ
創味食品

鰹
節
本
来
の
自
然
な
香
り

保存料・甘味料
不使用で吟味

　
創
味
食
品
の
「
創
味
そ
ば
つ
ゆ
」

は
、つ
ゆ
の
〝
命
〞
で
あ
る
「
だ
し
」

に
こ
だ
わ
っ
た
本
格
的
な
つ
ゆ
（
希

釈
タ
イ
プ
）
と
し
て
、
そ
の
味
が
料

理
の
プ
ロ
に
評
価
さ
れ
１
９
７
０
年

の
発
売
以
来
、
全
国
業
務
用
市
場
で

高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

　
こ
の
そ
ば
つ
ゆ
が
発
売
さ
れ
た
70

年
当
時
は
、
大
阪
で
の
万
国
博
覧
会

開
催
を
き
っ
か
け
に
外
食
需
要
が
高

ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
同
社
で

は
、こ
の
傾
向
に
い
ち
早
く
着
目
し
、

万
博
の
前
年
に
は
関
西
風
の
「
和
風

だ
し
」（
希
釈
タ
イ
プ
）
を
発
売
、

さ
ら
に
大
消
費
地
で
あ
る
関
東
地
方

で
の
需
要
を
見
込
み
、
濃
口
醤
油
を

用
い
て
開
発
し
た
の
が
同
商
品
で
あ

る
。

　
吟
味
し
た
、
し
か
も
厚
削
り
の
鰹

節
を
用
い
、
自
社
で
丁
寧
に
と
っ
た

天
然
だ
し
を
使
用
し
て
い
る
の
が
最

大
の
特
徴
で
、
鰹
節
本
来
の
自
然
な

香
り
と
奥
深
い
味
わ
い
が
生
き
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
だ
し
の
風
味
を
生
か
す

た
め
、
厳
選
し
た
本
醸
造
濃
口
醤
油

を
使
用
す
る

こ
と
で
、
調

和
の
と
れ
た
、

ま
ろ
や
か
な

味
に
仕
上

が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た

自
然
な
香
り

と
味
を
大
切

に
す
る
た
め
、

保
存
料
や
甘
味
料
は
一
切
使
用
し
て

い
な
い
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
使
い
方
も
、
ざ
る
そ
ば
な
ど
の
つ

け
汁
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
地

方
で
は
そ
ば
・
う
ど
ん
の
か
け
汁
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

麺
類
だ
け
で
は
な
く
、
天
つ
ゆ
、
丼

の
た
れ
、
煮
物
、
寄
せ
鍋
の
だ
し
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
和
風
料
理
に
利
用
で

き
る
万
能
つ
ゆ
だ
。

　
こ
う
し
た
本
格
的
な
味
と
汎
用
性

を
兼
ね
備
え
た
同
商
品
は
、
使
用
目

的
に
よ
っ
て
希
釈
す
る
だ
け
で
、
手

軽
に
安
定
し
た
味
が
出
せ
る
と
い
う

点
が
評
価
さ
れ
、
個
店
の
外
食
店
か

ら
チ
ェ
ー
ン
店
、
産
業
給
食
、
業
務

用
食
品
メ
ー
カ
ー
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

業
務
用
に
需
要
が
拡
大
。
現
在
で
は

業
務
用
和
風
調
味
料
と
し
て
欠
か
せ

な
い
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
は
業
務
用
の
、
し
か
も
料
理

の
味
の
基
礎
と
な
る
調
味
料
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
使
用
す
る
業
務
店
の

の
れ
ん
や
信
用
に
対
す
る
責
任
を
考

え
て
い
る
。

　「
商
品
開
発
の
際
に
は
、
本
当
に

い
い
も
の
を
吟
味
し
て
商
品
化
し
、

発
売
し
て
い
る
」
と
い
う
商
品
に
対

す
る
真
摯
な
考
え
方
が
発
売
か
ら
45

年
以
上
た
っ
た
今
で
も
支
持
さ
れ
続

け
て
い
る
理
由
で
も
あ
る
。

ゆかり®
三島食品

ヤマサ繁昌店 白だしつゆ
ヤマサ醤油

ヒガシマル醤油

万
能
調
味
料
と
し
て
用
途
拡
大

しそ漬けの開発から
ジュレ、ドリンクにも

　
赤
し
そ
ふ
り
か
け
「
ゆ
か
り
®
」

は
、
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
赤
し

そ
ふ
り
か
け
の
85
％
以
上
の
シ
ェ
ア

を
誇
る
三
島
食
品
の
看
板
商
品
。
現

在
で
は
ご
飯
に
か
け
る
ふ
り
か
け
の

用
途
だ
け
で
な
く
、
赤
し
そ
の
可
憐

な
赤
色
を
メ
ニ
ュ
ー
に
添
え
る
万
能

調
味
料
と
し
て
の
使
用
例
が
外
食
を

中
心
に
広
ま
っ
て
い
る
。
発
売
45
周

年
を
迎
え
た
２
０
１
５
年
も
堅
調
な

伸
び
で
推
移
し
て
い
る
。

　
１
９
６
０
年
代
後
半
、
中
京
地
区

で
は
赤
し
そ
の
漬
物
が
人
気
だ
っ

た
。
そ
れ
を
目
に
し
た
営
業
マ
ン
が

し
そ
漬
け
の
開
発
を
提
案
す
る
。
提

案
は
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
営
業
マ
ン
の
情
熱

に
打
た
れ
た
三
島
哲
男
社
長（
当
時
）

は
「
ふ
り
か
け
」
と
い
う
条
件
で
商

品
化
へ
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を
出
す
。
製
品

は
、
色
の
紫
を
「
ゆ
か
り
」
と
読
む

こ
と
と
、「
縁
（
エ
ン
）」
を
ゆ
か
り

と
も
読
む
こ
と

で
お
客
さ
ま
と

の
ご
縁
を
大
切

に
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
「
ゆ

か
り
®
」
と
名

付
け
ら
れ
た
。

　
70
年
に
家
庭

用
で
先
行
発
売

し
た
が
、
順
風

満
帆
と
は
い
か

な
か
っ
た
。
転

機
が
訪
れ
た
の

は
数
年
後
、
学

校
給
食
に
採
用

さ
れ
だ
し
て
か
ら
だ
。
ち
ょ
う
ど
米

飯
給
食
が
広
ま
り
始
め
た
こ
ろ
で
児

童
か
ら
人
気
に
火
が
付
き
、
家
庭
用

へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
製
品
は
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
無
添
加
、
ソ
フ

ト
ふ
り
か
け
、
梅
入
り
な
ど
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い
っ
た
。
業

務
用
で
は
そ
の
他
に
も

「
ジ
ュ
レ
ッ
ソ
®
赤
し
そ
」

「
赤
し
そ
ド
リ
ン
ク
Ｙ
Ｕ

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
™
ゆ
か
り
®
」

な
ど
形
態
を
変
え
、
新

需
要
の
拡
大
を
進
め
て

い
る
。

　
７
月
７
日
は
「
赤
し

そ
の
日
」（
日
本
記
念
日

協
会
制
定
）。
こ
の
時
期

は
赤
し
そ
の
収
穫
が
最

盛
期
で
あ
る
こ
と
と
、

１
年
に
一
度
め
ぐ
り
会
う
「
縁
も
ゆ

か
り
も
あ
る
」
七
夕
の
織
姫
と
彦
星

の
伝
説
に
ち
な
ん
で
同
社
が
登
録
し

た
。
夏
場
に
は
、
ご
飯
よ
り
も
そ
う

め
ん
に
か
け
て
食
べ
る
と
彩
り
が
よ

く
付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
最
適
、ま
た
、

し
そ
の
酸
味
が
食
欲
を
そ
そ
り
夏
バ

テ
対
策
に
も
な
る
。
実
は
バ
ニ
ラ
ア

イ
ス
と
の
相
性
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

うどんスープ

本
格
和
風
の
即
席
調
味
料

関西風つゆの顔

　
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
が
粉
末
つ
ゆ
の

素
「
う
ど
ん
ス
ー
プ
」
を
発
売
し
た

の
は
１
９
６
４
年
。
半
世
紀
以
上
前

の
開
発
当
時
は
、
う
ど
ん
は
蒸
籠
に

１
玉
ず
つ
並
べ
て
販
売
さ
れ
、
だ
し

も
手
作
り
し
た
が
、「
も
っ
と
手
軽

に
、
も
っ
と
素
早
く
、
う
ど
ん
が
食

べ
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
に
向
け
て
、

淡
口
醤
油
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が

「
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
、
関
西
ら
し

い
淡
い
色
の
う
ど
ん
だ
し
が
で
き

る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
本
格

和
風
の
即
席
調
味
料
と
し
て
粉
末
う

ど
ん
だ
し
を
完
成
さ
せ
た
。

　
原
料
に
は
素
材
の
持
ち
味
や
色
目

を
生
か
し
、
見
た
目
も
美
し
く
仕
上

げ
る
本
醸
造
淡
口
醤
油
と
、
コ
ク
の

あ
る
道
南
産
真
昆
布
に
薩
摩
本
節
の

鰹
節
を
使
用
。
こ
れ
ら
を
じ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
う
ま
み
成
分
を
抽

出
す
る
方
法
で
雑
味
や
苦
み
の
な
い

関
西
風
う
ど
ん
ス
ー
プ
に
し
、
そ
の

後
、
低
温
噴
霧
乾
燥
法
で
風
味
を
そ

こ
な
わ
ず
に
ロ
ー
ス
ト
感
を
プ
ラ
ス

し
て
仕
上
げ
て
い
る
。

　
そ
の
「
う
ど
ん
ス
ー
プ
」
は
１
袋

で
ど
ん
ぶ
り
１
人
前
の
つ
ゆ
が
す
ぐ

に
で
き
る
よ
う
、
使
い
勝
手
が
よ
く

保
管
に
も
便
利
な
個
包
装
で
家
庭
向

け
に
発
売
し
、
西
日
本
の
家
庭
で
は

一
家
に
一
つ
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
調
味

料
と
し
て
定
番
化
に
成

功
。
さ
ら
に
、「
こ
れ
さ

え
あ
れ
ば
明
日
か
ら
う

ど
ん
屋
が
で
き
る
」
と

外
食
や
給
食
業
態
で
も

注
目
を
集
め
た
た
め
、
73

年
に
は
８
０
０
ｇ
サ
イ
ズ

で
業
務
用
市
場
へ
も
参
入

し
た
。
そ
の
後
、
湯
に
溶

か
す
だ
け
で
、
簡
単
に
う

ど
ん
だ
し
が
で
き
る
た

め
、
プ
ロ
が
居
な
い
ア
ル

バ
イ
ト
だ
け
の
調
理
場
で

も
つ
ゆ
の
味
が
ぶ
れ
な
い
と
着
実
に

販
路
を
拡
大
。
さ
ら
に
近
年
は
、
関

東
で
も
だ
し
の
利
い
た
淡
い
色
の
関

西
風
う
ど
ん
だ
し
が
簡
便
調
理
で
で

き
る
即
食
ニ
ー
ズ
と
軽
量
調
味
料
と

し
て
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
。
発

売
後
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
が
売

上
げ
は
現
在
も
年
々
伸
長
し
、
今
や

粉
末
う
ど
ん
つ
ゆ
市
場
の
売
上
げ
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
、
シ
ェ
ア
７
割
を
超
え

る
商
品
に
育
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
醤
油
や
つ
ゆ
は
地
域
色
が

強
い
が
、「
う
ど
ん
ス
ー
プ
」
は
全

国
ど
こ
で
で
も
関
西
風
の
う
ど
ん
だ

し
が
楽
し
め
る
よ
う
に
全
国
統
一
の

味
で
展
開
。
素
材
の
色
や
味
を
じ
ゃ

ま
し
な
い
関
西
だ
し
の
味
は
う
ど
ん

に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
料
理
の

だ
し
に
使
え
る
と
、
だ
し
巻
き
卵
や

茶
わ
ん
蒸
し
の
和
食
は
も
ち
ろ
ん
、

炒
飯
や
パ
ス
タ
な
ど
、
幅
広
い
料
理

へ
用
途
を
広
げ
て
い
る
。

　
12
年
に
は
食
品
ヒ
ッ
ト
賞
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
賞
（
家
庭
用
商
品
向
け
）
も

受
賞
。
醤
油
の
消
費
量
減
少
を
先
読

み
し
、
醤
油
関
連
商
品
の
開
発
に
い

ち
早
く
乗
り
出
し
て
誕
生
し
た
「
う

ど
ん
ス
ー
プ
」
は
関
西
風
つ
ゆ
の
顔

と
し
て
、
業
務
用
・
家
庭
用
の
両
市

場
で
愛
用
さ
れ
る
商
品
と
な
っ
て
い

る
。

業
務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
２
回
（ 

平
成
10
年
度
） 

和
食
部
門 

受
賞

淡
く
美
し
い
色
合
い
が
好
評

のびがよく使いやすい
焼津産かつお節を訴求

　
２
０
１
５
年
、
発
売
20
周
年
を
迎

え
た
ヤ
マ
サ
醤
油
の
「
ヤ
マ
サ
繁
昌

店
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
同
社
の
業
務
用

看
板
製
品
と
し
て
毎
年
着
実
に
売
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
現
在
15
ア
イ

テ
ム
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

人
気
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
け
ん
引
役

を
果
た
し
て
い
る
の
が
93
年
発
売
の

「
白
だ
し
つ
ゆ
」
だ
。
14
年
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
だ
し
の
原
産
地
を

「
北
海
道
産
昆
布
」「
焼
津
産
か
つ
お

節
」
と
産
地
を
特
定
し
、
だ
し
の
訴

求
力
を
ア
ッ
プ
し
た
。「
白
だ
し
つ

ゆ
」
か
ら
派
生
し
て
生
ま
れ
た
「
昆

布
つ
ゆ
白
だ
し
」
は
家
庭
用
で
先
行

し
、
業
務
用
で
も
好
評
だ
。

　「
お
い
し
い
料
理
を
手
軽
に
、
手

早
く
、
し
か
も
経
済
的
に
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
開
発
さ
れ
た
の
が

「
ヤ
マ
サ
繁
昌
店
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。

　「
白
だ
し
つ
ゆ
」
発
売
前
、「
白
だ

し
」
は
料
理
の
素
材
の
色
を
大
切
に

す
る
和
食
専
門
店

の
料
理
人
が
使
う

調
味
料
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
。
そ
の
専
門
店

の
味
わ
い
と
素
材

の
色
を
生
か
す
特

徴
を
そ
の
ま
ま

に
、
本
醸
造
「
ヤ

マ
サ
う
す
く
ち

し
ょ
う
ゆ
」
を
使

い
、
日
本
人
の
好

み
の
味
わ
い
と
し

て
汎
用
性
を
高

め
、
和
食
以
外
の

業
態
に
広
め
、
和

食
系
業
態
を
中
心

に
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
ラ
ン
チ
ス
ー
プ
な

ど
他
業
態
へ
と
需
要
を
広
げ
て
い
っ

た
。

　
近
年
、
讃
岐
う
ど
ん
な
ど
の
関
西

系
料
理
が
全
国
に
普
及
し
、
関
東
系

の
濃
い
色
合
い
か
ら
、
関
西
系
の
淡

く
美
し
い
色
合
い
が
好
ま
れ
る
傾
向

が
強
く
な
っ
た
。「
白
だ
し
つ
ゆ
」

１
本
あ
れ
ば
淡
く
美
し
い
色
合
い
の

メ
ニ
ュ
ー
が
手
軽
に
で
き
る
こ
と
か

ら
年
々
需
要
が
増
え
て
い
る
。

　
お
吸
い
物
は
20
倍
希
釈
、
煮
物
・

鍋
物
は
10
〜
11
倍
希
釈
、
茶
わ
ん
蒸

し
・
お
で
ん
は
13
倍
、
だ
し
巻
き
玉

子
は
４
〜
６
倍
と
希
釈
率
を
変
え
る

だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
対
応
可

能
。
ベ
ー
ス
と
し
て
用
い
、
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
る
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
性

も
出
せ
る
。
ま
た
、「
浅
漬
け
の
素
」

と
し
て
使
わ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
原

液
の
ま
ま
、
希
釈
し
て
漬
け
込
み
時

間
、
素
材
に
よ
っ
て
お
好
み
の
味
を

だ
せ
る
。業

務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
３
回
（
平
成
11
年
度
）

和
食
部
門 

受
賞

業
務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
２
回
（ 

平
成
10
年
度
） 

和
食
部
門 

受
賞

業
務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞

第
３
回
（ 

平
成
11
年
度
） 

和
食
部
門 

受
賞



洋
食 

部
門

洋
食 

部
門

業務用加工食品ヒット賞
洋食部門 受賞製品
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